
※国交省所管事業版

令和６年度公共事業再評価調書 担当課名　

2

元 工事着手年度 元

(1)事業目的

(2)事業内容
4,500 ｍ （庵原川：3,000m、山切川：1,500m）

14,000 ｍ２

河道掘削工： 28,000 ｍ３

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果
　○費用便益分析結果 （令和 6 年度時点）

・総便益（B） 166.2 億円

・総費用（C） 69.3 億円

　○見込まれる効果（定性的な効果）

(3)事業の進捗状況 （令和 6 年度見込み）
進捗率

6.2% （ 554 百万円 ／ 8,974 百万円 ）

60.9% （ 2,740 ｍ ／ 4,500 ｍ ）

95.9% （ 6,810 ㎡ ／ 7,100 ㎡ ）

評価

評価

(1)対応方針（案）

本事業を 【 】 する。

(2)理由

資料2(様式１)

静岡県

河川海岸整備課

計R6年度見込R5年度

令和 年度

～R4年度

番号 12

事　業　名 河川改修事業 事業主体

再評価理由※ 河川整備計画の策定後５年が経過

135 554

箇　所　名 二級河川
に き ゅ う か せ ん

庵原川
い は ら が わ

関係市町 静岡市

事業採択年度 令和 年度 計画期間 平成30年度　～　令和21年度

用地着手年度 令和 年度

施工延長：

護岸工：

3.5 4.3

　庵原川及び支川山切川の流域では、尾羽連絡道や新東名高速道路の整備により、交通網が充実したた
め、開発が進展し、今後も更なる開発が見込める地区である。
　近年でも、令和４年台風15号、令和５年台風２号など浸水被害が発生していることに加え、流域の都市
化に伴う流出量の増大により洪水被害の危険度が増加している。

B/C（i=4%） 参考:B/C（i=2%） 参考:B/C（i=1%） EIRR

2.4 11.4%

　近年被害を受けた主要洪水（平成２年８月、平成26年10月）と同規模の年超過確率1/10規模の降雨（時
間雨量74ｍｍ）に対し、洪水を河道内で安全に流下させ、浸水被害を解消する。

8,974 284 135

事業の
必要性

事業費

全体事業費
百万円 投資状況

（百万円）

区　分

事業概要

【視点１】

継続が妥当

（被害軽減便益：165.9億円、残存価値便益：0.3億円）

（建設費：62.4億円、維持管理費：7.0億円）

　1/10規模以下の降雨に対する浸水被害の解消

内　訳

事業量

用地取得

【視点２】

　近年の浸水被害により治水対策に対する地元の期待は大きなっている。引き続き整備計画に基づく事業
実施を図ることで、計画期間内の完成が見込まれる。

【視点３】 　活用可能な建設発生土の現場内での有効活用や他工事への流用、新技術・新工法の活用を検討するな
ど、コスト縮減を図っていく。新たなコスト

縮減・代替案
立案等

の可能性

今後の
事業の進捗
の見込み

対応方針
(案)

継続が妥当

継続

　本事業は、河川改修により庵原川流域の浸水被害を軽減するものである。当地域では、近年、激甚化・
頻発化する豪雨による浸水被害が毎年のように発生し、事業の必要性が一層高まっており、さらに事業の
投資効果も見込まれ、地元の河川改修に対する要望が強いなど、今後の事業の進捗が見込まれることか
ら、事業を継続する。



総括表

 総費用Ｃ 6,934百万円

Ｂ／Ｃ 2.40

総便益

総費用

　総費用
　　Ｃ＝　∑各年事業建設費／（1＋0.04）n＋Σ年間維持管理費／（1＋0.04）n
　　　＝　6,238.0百万円　＋　695.8百万円
　　　＝　6933.8百万円

○事業の有無による被害額の差分
　　年平均被害軽減期待額を社会的割引率４％、評価対象期間64年（残整備期間14年＋50年）とし、
　　現在価値化する。

○施設等の残存価値
　　評価期間末における施設等の残存価値を社会的割引率４％で現在価値化する。

総便益
　　Ｂ　＝　Σ年平均被害軽減期待額／（1＋0.04）n + 評価期間末残存価値／（1＋0.04）n
　　　　＝　16,586.4百万円　＋　33.4百万円
　　　　＝　16,619.8百万円

※ 被害額は洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設などの被害額と営業停止損失、家庭・事業所に
おける応急対策費用である。
※ 年平均被害軽減期待額は洪水の生起確率を生起確率別被害軽減額に乗じ、計画対象規模まで累計するこ
とにより算出する。
※ 整備期間中の便益は、事業費に比例して発生するものとする。

○事業建設費
　　各年の事業建設費を社会的割引率４％で現在価値化する。

○評価期間内に必要な維持管理費
　　各年の維持管理費を社会的割引率４％で現在価値化する。
　　建設費の0.5%／年、評価対象期間：64年（残整備期間14年＋50年）

[建設費]＋[評価期間内に必要な維持管理費]

費用便益比算出説明書

　二級河川庵原川
　　　　　　　　　　　　　（「治水経済調査マニュアル（案）」国土交通省 水管理・国土保全局 令和６年４月）

 総便益Ｂ
[事業を実施しない場合の被害額]－[事業を実施した場合の被害額]
＋[施設の残存価値]

16,620百万円



１．事業箇所位置図

事業箇所

二級河川庵原川

流域面積 約22㎢

幹線流路延長 約6.7㎞ ▲高根山
(504m)

波
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打
川
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流域界
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【工事内容】

２．事業概要
【事業目的】

近年被害を受けた主要洪水（平成２年８月、平
成26年10月）と同規模の年超過確率1/10規模の
降雨（時間雨量74ｍｍ）に対し、洪水を河道内で
安全に流下させ、浸水被害を解消する。

H.W.L

現況河床を可能な
限り残す

礫や巨石等を存置 現況河床形状をスライド

R4.9洪水（ＪＲ橋梁）R4.9洪水（国道１号）

凡 例

浸水範囲（R4.9洪水）

【事業内容】

・計画期間 平成３０年度～令和２１年度

・事業内容 施工延長 4,500m
（庵原川3,000m、山切川1,500m）

掘削工 28千㎥

護岸工 14千㎡

ＪＲ橋改築

・全体事業費 90億円

庵原川

出典：静岡市より提供

整備計画区間

（庵原川 L=3.0km）

整備計画区間

（山切川 L=1.5km）

過去の浸水被害状況

洪水
浸水戸数

床上 床下 計

H15.7洪水 0 1 1

H17.7洪水 0 1 1

H26.10洪水 10 0 10

R4.9洪水 267 98 365



２．事業概要

区 分 前回（R元） 今回（R6） 主な変更理由

①計画期間 H30～R21 H30～R21
（変更なし）

ー

②全体事業費 8,974百万円
8,974百万円
（変更なし）

ー

前回からの変更点・理由

３．事業を巡る社会情勢等の変化

庵原川流域の水害リスクは高く
治水安全度の早期向上が望まれる

清水港

国道１号
ＪＲ東海道本線

庵原川
山切川

東名高速道路、国道１号、
ＪＲ東海道本線、ＪＲ東海道
新幹線などの重要基幹交通
が流域を横断しているうえ
に、河口部には国際拠点港
湾の清水港が整備され、県
内外の背後圏産業の貿易
拠点として重要な役割を
担っている。

近年では、新東名高速道
路（清水連絡路）の開通に
合わせ、流域内にジャンク
ションやインターチェンジが
整備されるとともに、新清水
ジャンクションに接続されて
いる中部横断自動車道が令
和３年に全線開通するなど、
今後更なる周辺の土地利用
の進展が予想される地域で
もある。

新清水ＪＣＴ

清水いはらＩＣ

清水ＪＣＴ

凡 例

有料道路

国道

ＪＣＴ及びIＣ

鉄道（ＪＲ）

浸水常襲地区

庵
原
川



４．事業の投資効果（費用便益比）

総費用（C）＝ 69.34 (億円）

 建設費（現在価値化） 62.38 (億円）

 維持管理費（現在価値化） 6.96 (億円）

総便益（B）＝ 166.20 (億円）

 被害軽減期待額 165.86 (億円）
※洪水による家屋、事業所、農作物、公共土木施設等の被害額と営業停止損失、

家屋・事業所における応急対策費用

 残存価値 0.33 (億円）

費用便益比(B/C)＝ 2.40

※令和６年換算価値
※文献（マニュアル）：「治水経済マニュアル（案）」

（国土交通省水管理・国土保全局、R6.4）

5 ．事業の投資効果
【整備目標規模（年超過確率1/10）洪水による氾濫シミュレーション結果】

整 備 前 整 備 後

本事業を実施することにより
庵原川流域の浸水地域における浸水被害が解消される

浸水面積 67ha 浸水面積 0ha
（－67ha 100%減）



6 ．事業の進捗状況（令和６年度末見込み）

【事業の進捗状況】
事業費 6％（554百万円／8,974百万円）

【①庵原川1.7k付近（河道改修）】

【②庵原川1.9k付近（河道改修）】

【③山切川0.2k付近（堰改築）】

①②

③

庵
原
川

庵原川

凡 例

整備済み

令和５年度

令和７年度以降

浸水常襲地区

令和６年度予定

清水港

ＪＲ橋改築

国道１号

ＪＲ東海道本線

整備計画区間

（庵原川 L=3.0km）

整備計画区間

（山切川 L=1.5km）山切川

 令和４年９月洪水では甚大な浸水被害を受けたことか
ら、地域住民の事業に対する期待度は高い。

 山切川の改修が概ね完了したため、引き続き庵原川
本川の改修を行い、令和19年度までに改修完了を目
指す。

 建設発生土を近
隣で実施している
興津埠頭等の整
備に利用し、残土
運搬距離の短縮、
残土の有効活用
によるコスト削減
を図る。

土砂受入れ箇所

庵
原
川

令和３年３月清水港港湾計画（改訂）に加筆

７．今後の事業の進捗の見込み

８．新たなコスト縮減・代替案立案等の可能性



9 ．対応方針（案）

早期の浸水被害解消のため

事業を継続する

 本事業は、河道改修等により、庵原川・山切川沿川の
浸水被害を軽減するものである。

 近年の気候変動に伴う激甚化、頻発化する豪雨災害
により、流域住民から早急な治水対策が求められてお
り、事業の投資効果も見込まれている。

 事業は順調に進捗しており、地元の期待は大きく、今
後の事業進捗が見込められる。


